
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
と
内
閣
文
庫
蔵

本寸

源
平
闘
諦
t

録性

と
に
於
け
る

訓
読
語
の
共
通
性

・
差
異
性
に
つ
い
て

一
、
は
じ
め
に

従
来
、
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
と
四
部
合
戦
状
本

『平
家
物
語
』
・

『神
道
集
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
に
も
訓
読
法
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ら
の
資

料
に
特
徴
的
に
見
出
せ
る
訓
が
存
す
る
と
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、

実
字
訓
に
つ
い
て
総
体
的
に
検
討
す
る
べ
く
、
『曽
我
物
語
』
を
中

心
と
し
て
書
写
年
と
同
年
代
の
古
辞
書
と
を
比
較
し
た
。
し
か
し
、

辞
書
の
記
述
の
み
を
比
較
の
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
い

範
囲
で
の
比
較
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
様
々
な
資
料
と
の
比
較
を
行

っ
て
い
く

一
階

梯
と
し
て
資
料
を
限
定
し
、
そ
の
二
本
間
の
訓
読
の
差
異
性
と
共
通

性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
に
、
推
定
に
よ
る
訓
読

語
を
排
除
す
る
た
め
に
、
検
索
対
象
を
訓
読
語
の
語
形
が
確
定
で
き

る
全
訓
付
訓
語
に
限
る
こ
と
と
し
た
。
比
較
の
対
象
と
す
る
資
料
は
、

先
に
検
討
し
た
妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
（以
下

『曽
我
物
語
し

と
、

内
閣
文
庫
蔵

『源
平
闘
諦
録
』
（以
下

『源
平
闘
静
録
し

と
す
る
。

こ
れ
は
、
『曽
我
物
語
』

・

『神
道
集
』

・
四
部
合
戦
状
本

『平
家

物
語
』
に
共
通
し
て
見
ら
れ
た
訓
読
上
の
特
徴
が
、
「源
平
闘
諦
録
』

に
も
見
い
だ
せ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
で
あ

２つ
。

二
、
『曽
我
物
語
』
と

『源
平
闘
諦
録
』
と
に
於
け
る

全
訓
付
訓
語
の
比
較

『源
平
闘
静
録
』
は
、
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
本
で
、
『曽
我

物
語
』
と
同
じ
く
ヲ
コ
ト
点
と
仮
名
点
に
よ
っ
て
そ
の
訓
読
を
表
示

し
て
い
る
。
仮
名
に
よ
っ
て
全
訓
と
考
え
ら
れ
る
訓
読
を
付
し
た
用

例
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
訓
読
法
の
一
端
を
垣
問
見
る

駐

ゆ
甜
雲

繁

零
熱

ネ

難

私
と き
を る
輸

珊
鋼 明
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と
と
す
る
。
比
較
の
視
点
と
し
て
は
、
訓
読
語
の
差
異
と
用
字
の
差

異
に
つ
い
て
で
あ
る
。

二
資
料
を
比
較
し
て
得
ら
れ
る
訓
読
語
と
用
字
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
、
以
下
の
四
通
り
を
想
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

①
同
訓
同
漢
字

②
同
訓
異
漢
字

③
異
訓
同
漢
字

④
異
訓
異
漢
字

こ
の
四
通
り
の
う
ち
④
に
つ
い
て
は
、
例
え
そ
の
意
味
に
重
な
り

が
み
ら
れ
た
と
し
て
も
、
こ
こ
で
は
検
討
外
と
す
る
。
こ
こ
に
分
類

さ
れ
る
用
例
は
、
『曽
我
物
語
』
、
『源
平
闘
諦
録
』
そ
れ
ぞ
れ
の
資

料
に
特
有
の
漢
字
、
特
有
の
訓
を
有
す
る
用
例
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
ら
を
集
積
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
描
き
出
せ
る
も
の
と
考

え
る
が
、
本
稿
で
は
重
な
り
を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
の
で
、

④
を
検
討
の
対
象
外
と
す
る
の
で
あ
る
。

『源
平
闘
許
録
』
に
見
ら
れ
る
全
訓
付
訓
例
は
、
延
べ
五
七
三
例

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
『曽
我
物
語
』
と
同
訓
同
漢
字
の
用
例

は
、
以
下
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

①
同
訓
同
漢
字

こ
の
表
①
に
示
さ
れ
る
用
例
は
、
漢
字
と
訓
と
が
極
め
て
緊
密

に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
真
名
本
と
い

う
資
料
的
な
標
準
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
中
世

（室
町
時
代
）
と
い

う
時
代
的
な
標
準
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
部
分
が
問
題
と
な

っ
て

く
る
。

次
に
、
同
訓
異
漢
字
の
表
を
掲
げ
る
。
異
な
る
漢
字
を
同
様
に
訓

ヨ
ソ

（外
）

マ

ホ

ル

（
階
じ

マ
シ

（不
）

ハ

ク

（矯
）

ナ

ラ

フ

（
鶴
こ

ナ
ト
カ

（何
）

タ
ノ
ム

（時
）

タ
ケ
シ

（武
）

ソ

コ

（
童
◆

ス

（不
）

ス

（為
）

コ
ト
サ
ラ

（故
）

コ
ヽ

（此
）

オ
ハ
ス

（御
）

1 15 1 1
１
■ 2 1 1 1

曽

我

物

語

１
■

打
ェ 10

１
■ １

（ナ
シ
カ
）

ヽ
ェ

１
ェ 2

１
■

ワ
ｒ 2 2

１
■

源
平
闘
静
録
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読
し
て
い
る
用
例
で
あ
る
。
表
に
は
ま
ず
共
通
す
る
訓
を
掲
げ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
資
料
で
い
か
な
る
漢
字
が
同
様
に
訓
ま
れ
て
い
る
の
か
を

示
し
た
。

（８
）

②
同
訓
異
漢
字

訓
読
の
問
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
既
に
訓
読
語
を
二
資
料
の
間
で

同

一
の
も
の
と
し
て
想
定
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
用
字
の
問
題

で
あ
る
と
も
理
解
で
き
る
。
あ
る
語
を
想
定
し
た
と
き
に
、
用
い
ら

れ
る
漢
字
と
し
て
よ
り
標
準
的
で
あ

っ
た
の
は
、
『源
平
闘
諦
録
』

に
記
さ
れ
る
方
で
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は

『曽
我
物
語
』
の
方
で
あ
っ

た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
ろ
う
。

異
な
る
漢
字
を
同
様
に
訓
読
し
て
い
る
こ
と
の
背
後
に
は
、
例
え

ば
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
意
味
が
異
な
る
こ
と
が
、
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
、
同
じ
漢
字
に
対
し
て
異
な
る
訓
を
宛
て
て
い
る
例
に
つ
い

て
、
次
の
表
で
示
し
た
。

ナ
ク
サ
ム

ト

ナ

フ

卜

ヽ
ム

ツ

ナ

ク

＃
と
フ

ハ

サ

ク

ク

ラ

フ

カ

ク
オ

ハ
ス

イ

ロ
ウ

才
■
ミ
シ

イ

ト

ナ

ミ

イ
チ

ハ
ヤ
ク

ア
ヤ

シ

ア
タ

ナ

リ

ア
サ
ケ
ル

呼 噌 認 楳 而 薮 ,L 浴 御

（４
例
）

談 巌 営 渇
焉
佐
傍
浮 呼

曽

我

物

語

慰 日
日 骸 繰
、
維

然 開 並
、
校

扶 御
坐

（２
例
）

結 最
見
務 掲
滞
文

奇

（２
例
）

空 笑

源
平
闘
静
録

ヲ

メ

ク

ヲ

ホ

ロ
ケ
ユ

ヲ

コ
カ

マ
シ

ヲ

カ

シ

ユ

ル

ス

ヤ ヤ

カ

テ

マ
キ
ル

ハ
ツ
ハ
サ
ム

ノ

ク

喚 一万 鳴
借
鳴
借
許 哉

ｒｉ

ｕ
貝 綜 了

（２
例
）

校 退

（２
例
）

謳

（３
例
）

少
少
鳴
呼
硬
、
鳴
呼

宥 耶 応
、
即

紛 終

（２
例
）

鋏 除

- 7 -



（
９

）

③
異
訓
同
漢
字

③
に
つ
い
て
は
、　
一
つ
の
漢
字
に
対
し
て
多
く
の
訓
が
存
在
す
る

こ
と
は
当
然
の
結
果
で
あ
る
が
、
よ
り
緊
密
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
は

何
れ
の
訓
で
あ
る
か
、
或
い
は
、
複
数
訓
あ
る
も
の
で
、
古
辞
書
が
規

定
す
る
訓
に
添
っ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
問
題
と
な
ろ
う
。

以
上
の
三
種
の
表
を
手
が
か
り
と
し
て
、
真
名
本
に
用
い
ら
れ
る

漢
字
は
時
代
的
標
準
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
資
料
的
標

準
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
次
節
で
検
討

を
進
め
て
ゆ
く
。

三
、
真
名
本
的
標
準
の
訓
と
個
別
的
な
訓
と
に
つ
い
て

時
代
的
標
準
、
或
い
は
資
料
的
標
準
と
い
う
こ
と
を
求
め
る
た
め

に
は
、
様
々
な
時
代
の
あ
ら
ゆ
る
資
料
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
標
準

を
求
め
、
そ
の
な
か
に
特
定
の
時
代
、
特
定
の
資
料
を
位
置
づ
け
て

ゆ
く
方
法
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
検
討
す

べ
き
資
料
は
膨
大
な
も
の
と
な
り
、
直
ち
に
結
論
が
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
二
資
料
を
中

世
後
半
期
成
立
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
時
代
の
標
準
或
い
は

規
範
と
さ
れ
る
辞
書
に
つ
い
て
、
そ
の
漢
字
と
訓
と
の
関
係
を
調
べ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
料
的
標
準
に
つ
い
て
見
当
を
付
け
る
こ
と
と

し
た
い
。

検
討
対
象
と
す
る
古
辞
書
は
、
『古
本
節
用
集
』、
妙
本
寺
蔵

『
い

ろ
は
字
』
、
『倭
玉
篇
』
五
本

（拾
篇
集
・
玉
篇
略
。
米
澤
文
庫
本
倭

顔 雙 雑 隠 長 爾 浮 此 黍 強 少 何

マ

ヽ
ヽ
ュ

ツ

ル

ヘ

サ

ツ
ト

カ
ク
ル

タ

ケ
シ
カ
ラ

ハ

ア

タ

ナ

リ

コ

ヽ

カ
タ
ジ

ケ
ナ

シ

ツ

ヨ

シ

ヲ
ソ
ナ
シ

（２
例
）

ナ

ト

カ

ナ

ニ
ト

モ

曽

我

物

語

カ

ヲ

ナ

ラ

フ

マ

ス

ク
モ
ル

ヲ

ト

ナ

シ

ト

ニ
モ

ナ
ソ
ト

ヨ

ウ
カ
ル

力
ヽ
ル

ゲ

例
）

カ

ク

テ

コ

ハ

カ

ウ

カ

ク
マ

シ

ハ

ル

ア
ナ
カ
チ

エ

ス

コ

シ

イ
カ

ニ
シ
テ

イ
カ

ニ

ナ

シ
カ

ハ

（
マ
マ
）

ナ
ト

ン
ヲ

ナ

ン
ム

ナ

ン
ト

源
平
闘
評
録
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玉
篇

・
弘
治
二
年
本
倭
玉
篇
・
玉
篇
要
略
集
）
と
す
る
。
又
、
時
代
的

に
は
相
当
遡
る
こ
と
と
な
る
が
、
『類
衆
名
義
抄
』
五
本

（観
智
院

本

・
蓮
成
院
本

・
高
山
寺
本

・
西
念
寺
本

・
図
書
寮
本
）
に
つ
い
て
も

確
認
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
、
同
時
代
の
辞
書
に
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
同
時
代
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

は
必
ず
し
も
な
ら
ず
、
先
の
時
代
に
確
認
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

時
代
が
降

っ
て
も
使
用
さ
れ
た
可
能
性
を
も
視
野
に
入
れ
よ
う
と
す

る
た
め
で
あ
る
。

右
に
掲
げ
た
辞
書
を
検
索
対
象
と
し
て
先
に
掲
げ
た
①
～
③
に
つ

い
て
掲
載
の
有
無
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
表
の
如
き
結
果
を
得

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

①
同
訓
同
漢
字

全

一
四
語
に
つ
い
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
内
九
語
に
つ
い
て

は
古
辞
書
に
見
出
せ
た
。
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、

オ
ハ
ス
（御
）
・
ス
（不
）
・
ソ
コ
（其
）
・
ナ
ト
カ
（何
）
・
ヨ
ソ
（外
）

の
五
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
古
辞
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
で
、
直
ち
に
真
名
本
独
自
の
用
字
法
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
な

い
。
例
え
ば
、
「不
」
「其
」
な
ど
は
、
極
め
て
使
用
率
が
高
く
殊
更

辞
書
に
掲
載
し
な
く
て
も
訓
め
る
漢
字
で
あ
っ
た
ろ
う
。
従

っ
て
、

大
凡
二
資
料
に
共
通
し
て
見
出
さ
れ
る
同
字
同
訓
の
用
例
は
、
中
世

当
時
の
標
準
的
な
訓
み
か
た
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

次
に
、
同
訓
異
漢
字
の
関
係
に
あ
る
用
例
に
つ
い
て
の
表
を
掲
げ

る
。
表
中
網
掛
け
を
施
し
た
漢
字
は
、
「曽
我
物
語
』
の
漢
字
で
あ

る
こ
と
、
網
掛
け
の
な
い
も
の
が

『源
平
闘
諦
録
』
の
漢
字
で
あ
る

こ
と
を
示
す
。

タ
ケ
シ

（武
）

ソ
コ

（其
）

ス

（不
）

ス

（為
）

コ
ト
サ
ラ

（故
）

コ
ヽ

（此
）

オ

ハ
ス

（御
）

黒
本

・
易
林

・
拾
篇
集

・
玉
篇
略

・
米
澤
本

・

弘
治
二
年
本

・
玉
篇
要

・
観
本

・
蓮
本

観
本
い
ろ
は

・
観
本

（
コ
ト
サ
ラ
エ
）

・
蓮
本

（
コ

ト

サ

ラ

ニ
）

観
本

（
コ
コ
ニ
）

・
玉
篇
略

掲

載

辞

書

ヨ
ソ

（外
）

マ
ホ
ル

（槍
）

マ
シ

（不
）

ハ

ク

（矯
）

ナ

ラ

フ

（
能
尋

ナ
ト
カ

（何
）

タ
ノ
ム

（時
）

い
ろ
は
・
弘
治
二
年
本

・
観
本

・
蓮
本

・
高
本

観
本

・
蓮
本

伊
京
易
林

・
明
応

・
い
ろ
は

・
拾
篇
集

・
玉
篇
略

・

米
澤
本

・
弘
治
二
年
本

・
玉
篇
要

・
観
本

拾
篇
集

・
玉
篇
略

・
米
澤
本

・
弘
治

二
年
本

・
玉
篇
要

・
観
本
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②
同
副‖
異
漢
字こ

オ

ハ
ス

イ

ロ
ウ

才
ｔ
ミ
シ

イ

ト
ナ

ム

イ
チ

ハ
ヤ
ク

ア

ヤ

シ

ア
タ

ナ
リ

ア
サ
ケ
ル

訓

読

語

御
坐
1御 橋霞

！≡
≡
ｉ

最
見
巌
≡
務 一営
一
掲
滞
文

！潟
薄
■

奇
一佐
■
ｉ

空 浮
一
笑 |1暁

漢
　
　
字

易
林

・
銀
頭

・
黒
本

（御
座
）

易
林

（綺
）

・
玉
篇
略

・
米

澤
本

・
玉
篇
要

・
観
本

（綺
）

伊
京

・
明
応

・
銀
頭

・
黒

本

・
易
林

・
拾
篇
集

・
観
本

玉
篇
略

・
弘
治
二
年
本

い
ろ
は

・
玉
篇
要

明
応

・
黒
本

・
易
林

・
拾
篇

集

・
玉
篇
略

・
米
澤
本

・
観

本

・
蓮
本

上
向
本

掲

載

古

辞

書

ナ
ク
サ
ム

ト

ナ

フ

卜

ヽ
ム

ツ
ナ

ク

ヰ
と
フ

ハ

サ

ク

ク

ラ

フ

カ

ク

慰 呼 日
日 骸 認 維 繰 様

一
然 1前| 開 醸 校 並 比

〓
〓
〓
≡

扶

銀
頭
・
黒
本
・易
林
・明
応

・

拾
篇
集

・
玉
篇
略

・
米
澤

本

・
弘
治
二
年
本

・
玉
篇
要

易
林

・
鍾
頭

・
拾
篇
集
・
玉

篇
略
・
観
本

・
蓮
本

・
高
本

易
林

・
拾
篇
集

・
観
本

明
応
・
黒
本
・米
澤
本
・観
本

い
ろ
は

（然
者
）

・
観
本

（然
者
）

銀
頭

・
黒
本

・
易
林

明
応

- 1 0 -



ヲ

コ
カ

マ
シ

ヲ

カ

シ

ユ

ル

ス

ヤ

カ

テ

ヤ マ
キ
ル

ハ
ツ
ハ
サ
ム

ノ

ク

鳴
呼

章
鵠
構
羊
〓
！〓
一

鳴 r r w

呼

1 1111i: |
健!

！一一！！！！！！！！一一一一一一一一一一！一一一一一一一一！一一

宥 チ1詐|
|■|■!■■|||

華
華

即 応 則
■
耶 哉
一

紛
一
綜
〓

〓
〓
〓
一

終 了
！
鋏一校
．〓
〓

除

易
林

。
い
ろ
は

銀
頭

・
黒
本

弘
治
二
年
本

・
観
本

明
応

・
黒
本

・
易
林

。
い
ろ

は
・
観
本

・
蓮
本

い
ろ
は

米
澤
本

・
観
本

・
蓮
本

黒
本

・
銀
頭

。
い
ろ
は

ｏ
米

澤
本

（
マ
キ
ル
ル
）

明
応

・
黒
本

・
い
ろ
は

拾
篇
集

拾
篇
集

黒
本

・
伊
京

・
玉
篇
略

（ノ

ク

ル
）

銀
頭

・
易
林

ヲ

メ

ク

ヲ

ホ

ロ
ケ

ナ

リ

謳 ！喫
〓
一

少
少
刑
〓
■
≡
≡
〓

饉
頭

・
黒
本

拾
篇
集

（少
）
・
観
本

（オ

ボ

ロ
ケ
）
・
蓮
本

（オ
ホ
ロ

ケ
）

右
表
よ
り
全
体
を
、

１
曽
我
物
語

・
源
平
闘
詳
録
の
両
方
に

古
辞
書
の
記
述
に
よ
る
根
拠
が
あ
る
用
字

五
曽
我
物
語
の
み
に

古
辞
書
の
記
述
に
よ
る
根
拠
が
あ
る
用
字

ｉｌｉ
源
平
闘
諦
録
の
み
に

古
辞
書
の
記
述
に
よ
る
根
拠
が
あ
る
用
字

ｉｖ
曽
我
物
語

・
源
平
闘
諦
録
の
両
方
に

古
辞
書
の
記
述
に
よ
る
根
拠
が
な
い
用
字

の
四
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
そ
の
分
類
に
属
す
る

漢
字
と
訓
と
の
組
み
合
わ
せ
数
を

（　
）
内
に
記
し
た
。

『曽
我
物
語
』
・
『源
平
闘
諦
録
』
の
両
方
に
古
辞
書
の
記
述
に
よ

る
根
拠
が
あ
る
用
字
の
用
例

（ｉ
）
に
つ
い
て
は
、　
一
つ
の
語
に
対

し
て
複
数
の
漢
字
を
当
て
る
こ
と
の
出
来
る
極
め
て

一
般
的
な
語
で

（
４

）

（
７

）

（
１１

）

（
５

）
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あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。　
一
方
、
『曽
我
物
語
』
・
『源
平
闘
許
録
』
の

両
方
に
お
い
て
古
辞
書
の
記
述
に
よ
る
根
拠
が
な
い
用
例

（ｉｖ
）
に

つ
い
て
は
、
両
資
料
に
お
い
て
、
訓
と
漢
字
の
結
び
つ
き
上
の
共
通

性
は
な
い
な
が
ら
も
、
訓
と
漢
字
の
如
き
個
別
的
な
共
通
性
で
は
な

く
、
例
え
ば
真
名
本
と
い
う
資
料
的
な
性
質
上
の
共
通
性
が
指
摘
で

き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
か

一
方
の
み
に
古
辞
書

の
記
述
に
よ
る
根
拠
が
み
ら
れ
る
用
例

（ｉｉ
、
１１１
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
資
料
が
持
つ
特
有
の
漢
字
と
訓
と
の
結
び
つ
き
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
従

っ
て
、
数
字
上

『曽
我
物
語
』
が
七
例
、
『源
平
闘
許
録
』

が

一
一
例
と
な
っ
て
お
り
、
『曽
我
物
語
』
の
方
が
根
拠
の
あ
る
組

み
合
わ
せ
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
『源
平
闘
詳
録
』

に
対
し
て

『曽
我
物
語
』
の
方
が
、
そ
の
時
代
に
あ
っ
て
特
有
の
漢

字
と
訓
と
の
結
び
つ
き
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
更
に
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
も

（‐６
）

の
と
考
え
て
い
る
。
後
考
に
譲
り
た
い
。

次
に
、
同
訓
異
漢
字
の
関
係
に
あ
る
用
例
の
表
を
掲
げ
る
。
表
中

網
掛
け
を
施
し
た
語
は
、
「曽
我
物
語
』
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

③
異
訓
同
漢
字

何
漢
　
　
字

ど
護
う

訓

読

語

掲

載

古

辞

書

此 黍 強 少

力

ヽ
ル

カ
ク
テ

コ
ハ

マ

シ

ハ

ル

ア
ナ

カ
チ

設
諌義
|'■=|ギ=

ス

コ

シ

一繋
繋
撃
雲
華
婆
毒

イ
カ

ニ
シ
テ

イ
カ

ニ

ナ

シ
カ

ハ

ナ
ト

ン
ヲ

ナ

ン
ム

ナ

ン
ト

玉
篇
略

易
林

・
玉
篇
略

・
弘
治
二
年

本

・
観
本

（カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
）

伊
京
・霞
頭
・
黒
本
・明
応

易
林

・
拾
篇
集

・
米
澤
本

玉
篇
要

・
観
本

易
林

・
拾
篇
集

・
玉
篇
略

・

米
澤
本

・
玉
篇
要

，
観
本

伊
京

（少
間

・
ス
コ
シ
バ

カ
リ
）
・
米
澤
本

（
ス
コ
シ

キ
）
・
観
本

観

ラ

サ
ナ
と

観
本

一…12-



顔 雙 雑 隠 長 爾 浮

カ

ホ

ナ
ラ
フ

筆一一一

マ
ス
ル

ク

モ

ル

ヲ

ト

ナ

シ

ト

ニ
モ

サ
ソ
ト

ヨ

ウ
カ
ル

カ

ウ

カ

ク

銀
頭

・
明
応

・
易
林

・
玉
篇

要

・
観
本

明
応

・
易
林

・
拾
篇
集

・
玉

篇
略

・
米
澤
本

・
弘
治
二
年

本

・
玉
篇
要

・
観
本

玉
篇
略

。
米
澤
本

銀
頭

・
拾
篇
集

・
玉
篇
略

・

米
澤
本

観
本

明
応

・
銀
頭

・
黒
本

・
易
林

・
観
本

易
林

（浮
岩

・
ウ
カ
ル
ヽ
）

一
つ
の
漢
字
が
複
数
の
訓
を
有
す
る
こ
と
は
、
各
種
古
辞
書
を

一

見
す
れ
ば
容
易
に
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
従

っ
て
、　
一
つ
の
漢
字
に

複
数
の
訓
が
存
し
、
か
つ
古
辞
書
に
よ
っ
て
根
拠
が
確
認
で
き
る
漢

字
に
つ
い
て
は
、
取
り
立
て
て
問
題
と
は
し
な
い
。
検
討
の
必
要
が

あ
る
の
は
、
古
辞
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
訓
を
有
す
る
用
例
で
あ

る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
真
名
本
の
資
料
的
な
性
格
と
絡
み
合
わ

せ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

『曽
我
物
語
』
・
『源
平
闘
静
録
』
の
両
資
料
共
に
古
辞
書
掲
載
の

訓
が
見
え
な
い
漢
字
は
、

爾

の
一
字
で
あ
る
。

「爾
」
の
用
例

シ
カ
ラ
は
　
　
は
ツ
　ヽ
　
に　
て
　
　
　
を
　　
ら
む
と

○
若
爾
　
文
學
上
レ都
申
二院
宣
一奉

喜サ
ナ
ン岳
事
品
耶
深キ
被ヶ
″為
二約
束を
つ
（曽
我
物
語

・
巻
三
・
二
一
ウ
７
）

①
法
‐
皇
′
入
‐
御
実
二難
有
二
其
異
一爾

一 一一
モ
爾

有
ニ
ハ
ヲ
被
思
食
之

旨
一ノ
加
‐
様
有
二
風
‐
聞
一

（源
平
闘
諦
録

・
巻

一
之
上
二
三
）

○
小
松
殿
違
御
‐
中
一御
‐
坐
覚
登
心侯
申
爾

ョ
誰
思
イ
然

（源
平
闘
諦
録

・
巻

一．
之
下
七
七
）

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
で
は

『曽
我
物
語
』
・
『源
平

ケ

レ
は

　

　

　

　

　

　

　

て

　

　

を

主
口　
佐
殿
聞
二食
此
由
・
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闘
評
録
』
に
特
有
の
訓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
即
断
は
で
き
な

い
。
こ
の
訓
読
が

一
回
的
な
も
の
で
な
く
訓
読
法
と
し
て
資
料
内
部
、

或
い
は
資
料
成
立
に
関
わ
る
学
問
環
境
に
お
い
て
確
立
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
更
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
右
に
掲
げ
た
用
例
が
付
訓
の
あ
る
用
例
の
全
て
で
あ
る

の
で
、
よ
り
広
範
囲
に
検
索
の
対
象
を
広
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
又
、

付
訓
の
な
い
用
例
に
つ
い
て
も
用
法
よ
り
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

後
考
に
譲
る
。

次
に
、
『曽
我
物
語
』
に
古
辞
書
の
記
述
が
見
え
て
、
『源
平
闘
諦

録
』
に
見
え
な
い
漢
字
は
、

黍此長

の
三
字
で
あ
る
り
、
逆
に

『曽
我
物
語
』
に
古
辞
書
の
記
述
が
見
え

な
く
て
、
「源
平
闘
評
録
』
に
見
え
る
漢
字
は
、

雑鶴
又
顔

の
三
字
で
あ
る
。
「雑
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
り
、
真

名
本
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
方
法
に
従

っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
所

謂
漢
文
訓
読
の
際
に
は
こ
の
様
な
訓
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

右
表
の
結
果
か
ら
、
『曽
我
物
語
』
と

『源
平
闘
許
録
』
と
は
真

名
本
と
い
う
資
料
的
な
共
通
性
を
有
し
な
が
ら
も
相
交
わ
ら
な
い
訓

を
も
有
し
て
お
り
、
傾
向
と
し
て
何
れ
か
の
資
料
が
当
時
の
標
準
の

訓
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
判
断
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

『曽
我
物
語
』
は
、
日
蓮
宗
と
の
関
係
が
従
来
よ
り
指
摘
さ
れ
、

東
国
の
成
立
と
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
同
じ
く
東
国
成
立
と
さ
れ

る

『源
平
闘
詩
録
』
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『曽
我
物
語
』

の
訓
読
上
の
特
徴
が
日
蓮
宗
由
来
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
、

更
に
地
域
的
な
枠
組
み
で
あ
る
と
こ
ろ
の
東
国
出
来
の
も
の
で
あ
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

真
名
本
の
訓
読
と
用
字
と
に
つ
い
て
、
俯
敏
的
に
観
察
す
る
と
、

『曽
我
物
語
』
が
標
準
的
で
あ
る
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
で
あ
る
、
と

い
う
こ
と
は
、
傾
向
と
し
て
は
指
摘
し
得
て
も
、
明
確
に
は
結
果
と

し
て
数
字
上
に
現
れ
て
こ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
訓
読
語
に
つ
い

て
は

『曽
我
物
語
』
が
標
準
で
あ
り
、
又
別
の
語
に
つ
い
て
は

『源

平
闘
許
録
』
が
標
準
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、

あ
る
用
字
に
つ
い
て
は
曽
我
が
古
辞
書
的
規
範
に
沿

っ
て
お
り
、
ま

た
別
の
字
に
つ
い
て
は

『源
平
闘
詳
録
』
が
古
辞
書
的
規
範
に
沿
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
真
名
本
の
訓
読
と
用
字
と
が
、

あ
た
か
も
地
層
の
如
く
同
時
代
的
標
準
と
資
料
的
標
準
と
が
折
り
重

な
っ
て
全
体
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い

- 1 4 -



だ
ろ
う
か
。
従

っ
て
、
一見
す
る
と
そ
れ
ら
が
雑
然
と
全
体
を
構
成

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
個
々
の
訓
読
及
び
用
字
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
折
り
重
な
っ
た
地
層
か
ら
時
代
的
標
準
や
資
料
的

標
準
と
い
っ
た
も
の
を
発
掘
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
再
構
成
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

今
後
残
さ
れ
た
課
題
と
し
て
は
、
個
々
の
訓
読
語
に
つ
い
て
広
く

資
料
を
渉
猟
し
、
微
細
な
検
討
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

ら
を
集
積
し
、
全
体
像
を
再
構
成
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
又
、

用
字
に
つ
い
て
も
同
様
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

注

（１
）
筑
土
鈴
寛

「歴
史
と
伝
説
―
曽
我
物
語
成
立
考
―
」
会
国
語
と

国
文
学
』
昭
和

一
八
年

一
一
月
）、
山
下
宏
明

「源
平
闘
詳
録
管

見
―
其
の
成
立
基
盤
を
め
ぐ
っ
て
―
」
各
国
語
と
国
文
学
』
昭
和

三
六
年
八
月
）
等
に
指
摘
が
有
あ
る
。

（２
）
こ
こ
で
い
う

「訓
読
法
」
と
は
、
所
謂
訓
点
資
料
に
於
け
る
そ

れ
と
は
異
な
る
。
真
名
本
は
仮
名
表
記
を
漢
字
表
記
に
改
め
た
も

の
で
あ
る
と
定
義
す
る
と
、
予
め
訓
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
尚
検
討
が
必
要
で
あ
る
の
で
、
本

稿
で
は
形
式
上

「訓
読
語
」
を
用
い
る
。
「訓
読
」
「用
字
」
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（３
）
拙
稿

「妙
本
寺
本
曽
我
物
語
に
お
け
る

「則
」
字
訓
に
つ
い
て
」

各
国
文
学
孜
』

一
五
七
号
、
平
成

一
〇
年
二
月
）、
拙
稿

「中
世

真
名
本
に
於
け
る

「而
」
字
の
用
法
と
訓
と
に
つ
い
て
」
会
鎌
倉

時
代
語
研
究
』
第
二
二
輯
、
平
成

一
一
年
五
月
）、
拙
稿

「妙
本

寺
本

『曽
我
物
語
』
の

「是
」
字
の
用
法
と
そ
の
訓
と
に
つ
い
て
」

各
国
文
学
孜
』
第

一
六
四
号
、
平
成

一
一
年
年

一
二
月
）

（４
）
拙
稿

「妙
本
寺
本

『曽
我
物
語
』
の
訓
読
語
に
つ
い
て
―
実
字

訓
を
視
点
と
し
て
―
」
令
文
教
国
文
学
』
第
四
四
号
、
平
成

一
二

年
二
月
）

（５
）
山
下
宏
明
編
著

『源
平
闘
許
録
と
研
究
』
（未
刊
国
文
資
料
刊

行
会
、
昭
和
三
八
年
二
月
）
を
主
と
し
て
検
索
し
、
早
川
厚

一
・

弓
削
繁

・
山
下
宏
明
編
著

『内
閣
文
庫
蔵
　
源
平
闘
詳
録
』
（和

泉
書
院
、
昭
和
五
五
年
二
月
）
を
参
考
と
し
て
使
用
し
た
。

（６
）
山
岸
徳
平

。
中
田
祝
夫
解
説

『真
名
本
曽
我
物
語
』
（勉
誠
社
、

昭
和
四
九
年

一
①
月
）
に
よ
っ
た
。

（７
）
（　
）
に
示
し
た
語
は
、
本
文
中
に
そ
の
語
形
で
存
す
る
こ
と

を
示
す
。
表
の
見
出
し
語
に
つ
い
て
は
、
終
止
形
を
以
て
掲
げ
る

こ
と
を
原
則
と
し
た
。
以
下
の
表
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

（８
）
資
料
欄
の

（　
）
内
は
用
例
数
を
示
す
。
用
例
数
の
無
い
語
に

つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

一
例
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

（９
）
（８
）
に
同
じ
。

（１０
）
中
田
祝
夫
著

『古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
に
総
合
索
引
』
（風

間
書
房
、
昭
四
三
年
四
月
）
に
よ
っ
た
。
但
し
、
天
正

一
八
年
本

に
つ
い
て
は
、
影
印
に
よ
っ
て
確
認
で
き
な
い
の
で
、
調
査
対
象

か
ら
は
除
外
し
た
。

（工
）
鈴
木
博
著

『妙
本
寺
蔵
永
禄
二
年
い
ろ
は
字
　
影
印

・
解
説

・

索
引
』
（清
文
堂
、
昭
四
九
年
五
月
）
に
よ
っ
た
。

（‐２
）
北
恭
昭
編

『倭
玉
編
五
本
和
訓
集
成
」
（汲
古
書
院
、
平
成
六

年
二
月
）
に
よ
る
。
な
お
、
表
中
は
紙
幅
の
都
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
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拾
篇
集

・
玉
篇
略

・
米
澤
本

・
弘
治

二
年
本

・
玉
篇
要

の
略
を
用

い
た
。

（・３
）
草
川
昇

『五
本
対
照
類
舜
名
義
抄
和
訓
集
成
』
（汲
古
書
院
、

平
成

一
二
年

一
〇
月
）
に
よ
る
。
な
お
、
表
中
は
紙
幅
の
都
合
で
、

そ
れ
ぞ
れ
観
本

・
蓮
本

・
高
本
を
用
い
た
。
西
念
寺
本

・
図
書
寮

本
に
つ
い
て
も
検
索
し
た
が
用
例
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。

（‐４
）
掲
載
古
辞
書
欄
の

（　
）
内
の
語
は
、
古
辞
書
に
掲
出
さ
れ
て

い
る
語
形
を
示
す
。

（・５
）
掲
載
辞
書
欄
の

（　
）
内
は
古
辞
書
に
於
け
る
掲
出
漢
字
を
示

す
。

（‐６
）
表
中
に
見
え
る

「
ツ
ナ
ク
」
と
い
う
語
に
関
し
て
、
古
本
節
用

集
で
は
以
下
の
如
き
記
述
が
存
す
る
。

黒
本
本
　
繋
　
崩
（八
八
・
３
）、
維
　
持
（八
八
・
４
）

易
林
本
　
燦
　
鷹
　
繋
　
繰

（
一
〇
七

・
２
）

こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
、
何
を
ツ
ナ
グ
の
か
に
よ
っ
て
漢
字
を
使
い

分
け
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
表
中
の
他
の
漢
字
に
つ
い
て
も
、

こ
の
よ
う
に
意
味
的
に
異
な
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
一
つ
一
つ
用
例
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る

が
、
言
及
出
来
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（・７
）
掲
載
古
辞
書
欄
の

（　
）
内
の
語
は
、
古
辞
書
に
掲
出
さ
れ
て

い
る
語
形
を
示
す
。
な
お
、
こ
の
表
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、

今
西
浩
子
編

『易
林
本
節
用
集
漢
字
語
彙
索
引
』
（和
泉
書
院
、

平
成

一
二
年

一
一
月
）
に
つ
い
て
も
参
考
に
し
た
。

（本
学
講
師
）
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